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極超音速統合制御実験機（HIMICO）は, 予冷ターボジェットエンジン(PCTJ)および極超音速実験機（HYTEX）

をベースとし, 空気吸込式エンジンを用いた将来宇宙航空輸送システムの実現に向けて、極超音速飛行環境下にお

ける軌道／機体／推進統合制御技術を実証することを目標としている. 極超音速飛行時のエンジンは高温の空気

にさらされるため, 高い耐熱性が要求される. 本年度の風洞実験においては, 燃焼器に使用した耐熱セラミックの

性能が要求値を満たしているかの確認, ノズルに使用されている炭素複合材の高温下での健常性や各部駆動モー

タの耐熱性を確認することを目標とし実験を行った.  

図 1 に実験で使用した実験装置の外観を示した．本エンジンは超音速飛行時に空気を取り込むために可変インテ

ークと可変ノズルを備えており, エンジン上流側から可変インテーク・燃焼器・可変ノズルの順番に配置されてい

る. 燃料にはガス水素を使用しており, 本実験においては当量比 0.7, 最高燃焼温度 2000[K]を目標としてエンジン

に投入する水素の流量を決定した.  

図 2に温度測定結果を示す．水素の投入時間は 40[s]から 45[s]の 5[s]であり, 最高燃焼温度は約 1860[K]であった．

エンジンに投入した水素の量に対し実際に燃焼に使われた水素の割合を表す燃焼効率は 79.1[%]であった.  

 

 
図 1 実験装置 

 
図 2 燃焼温度 
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